
 

SDGs パスポート（現 ESDパスポート）の 2020年度からの実施について 

 

ESD パスポートを通じての日々の ESD・SDGs の普及活動に感謝申し上げます。 

ESD グローバル・アクション・プログラム（GAP）の一環として行ってきた本事業は、

2019 年度のGAP 最終年を機に刷新され、2020年度以降はこれまでの成果を引継ぎ、現在

多くの企業や自治体も取り組んでいる「SDGs」の考えも含め、「SDGs パスポート」事業と

して以下の通りリニューアルされますので、連絡いたします。 

 

（1）概要 

名称：ユネスコ協会 SDGsパスポート 

主催：各地ユネスコ協会・クラブ 

後援：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟 

対象：小学生（4 年生以上）、中学生、高校生 

方針：2020年度から始まる SDGs パスポート事業では、各ユネスコ協会（以下ユ協）が主

催・主体となって、パスポート・活動認定証の印刷を行います。各ユ協の取り組み方

針を尊重し、日ユ協連は後援団体として関わります。基本的なガイドラインは用意し

ますが、独自のルール設定でパスポートを活用することが可能です。 

なお、日ユ協連が発行する活動認定書をご希望の場合には、日ユ協連が提示したガイ

ドラインを使用して取り組んだ場合のみ発行することとなります。ユ協の独自ルー

ル（ボラン数の変更、学校内の活動をボランティアとして認める等）にて取り組まれ

る場合は認定証の発行対象とはなりませんのでご注意ください。 

 

（2）パスポートの印刷について 

これまでは、日ユ協連でパスポートを印刷・配布してきましたが、2020 年度以降は、

印刷用の版を日ユ協連が提供し、それを基に各ユ協で印刷していただくことになり

ます。そのため、パスポートにユ協名、ユ協連絡先や地元の協力企業・団体名等の印

字が可能となり、配布冊数もユ協の事情に合わせて使用できることになります。 

   ご希望の場合、現行の ESDパスポートの編集・印刷を受託していた印刷会社をご紹

介いたします。ユ協ごとの内容の変更、印刷も承っていただけます。 

 

<日ユ協連が提供する印刷用版の種類> 

①日ユ協連基本版    ：ユ協情報記入ページのみ編集が可能 

             （データ：AI、PDF） 

②ユ協編集サンプル版  ：全ページユ協独自に編集が可能 

             （データ：AI）  



 

（3）現行との比較 

 現行 2020 年度以降 

名称 ユネスコ協会 ESDパスポート ユネスコ協会 SDGs パスポート 

ルール 学校外のボランティア活動 

30ボランのカウント方法 

・1ボラン：45 分～2時間 

・2ボラン：2 時間以上 

有効期限 3年 

①「日ユ協連基本版」使用時 

変更なし 

→日ユ協連の定めるルールに沿って、30ボ

ラン達成した場合のみ活動認定証の申

請が可能。（現行通りの審査あり） 

②「ユ協編集サンプル版」使用時 

ユ協の独自ルールを設定することが可能 

 →活動認定証は各ユ協より発行 

パスポート 連盟から提供 連盟から提供するデータを元に、ユ協で印刷 

①日ユ協連基本版 ：ユ協情報記入ページ 

のみ編集が可能（データ：AI、PDF） 

②ユ協編集サンプル版 ：全ページユ協独自 

に編集が可能（データ：AI） 

 

ESD パスポートでは小/中学高校用と分かれ

ていたが、今回は分けず、漢字にルビをふっ

たデータを作成する。 

活動認定証 連盟から提供 ・基本的にはユ協から発行 

（印刷用データを連盟から提供） 

・日ユ協連からの発行が必要な場合 

 下記条件を満たした場合のみ申請可能 

→原則「日ユ協連の基本版」パスポートを

使用 

 →日ユ協連の定めるルールに沿って実施 

体験発表会 小・中学校：任意 

高校：必須 

任意ですが開催を奨励します。 

  ※AI＝ADOBE イラストレーターのデータです。専用ソフトをお持ちでない場合、 

編集、印刷を印刷会社に依頼してください。 

   PDF 版はユ協情報記入ページのみ編集することが可能です。 

 

 

（4）ESD パスポート残部に関して 

  現在日ユ協連には、小学生用・中高生用の ESDパスポートの残部があります。そこで、

2020 年度は希望するユ協に着払いにて提供します。但し、2019年度の送付数が提供数

の限度となります。（2019 年度申請していない場合は 2018 年度の送付数） 

なお、残部 ESD パスポートを使用した場合でも、主催は各ユ協となり、また認定証発

行に関するルールは新ルールとなります。 

 

 



 

（5）移行期間 

  パスポートの有効期限は 3 年間であるため、2019 年度に配布した ESD パスポートの

事業終了は 2021 年度末になります。そのため、2021 年までは現行 ESD パスポートを

使用している生徒・児童に対しては、現行のルールに従って認定証を発行します。 

但し、2020 年度以降に残部 ESD パスポートを入手・使用した場合は、新 SDGs パス

ポートと同様のルールにて発行します。 

 

 

（6）2020 年度からの SDGsパスポート実施に向けたスケジュール 

 

2019 年度 

12 月中旬 SDGs パスポート実施概要送付 

     （2018、2019 年度参加ユネスコ協会にのみお送りします） 

      SDGsパスポートデータ提供申込受付開始 

      ESD パスポート残部申込受付開始 

 

12 月下旬 SDGs パスポートデータ提供 

     ※現在印刷会社にて SDGs パスポートの編集を行っています。 

完了次第の提供となりますので、スケジュールが前後する可能性があります。 

 

2 月上旬 ESD パスポート残部発送開始  

 

随時   現行の ESDパスポートの認定証の発行を受け付けています。 

     30 ボランが達成されていることを確認して事務局に送付してください。   

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟 担当：事業部 井上、尼子 

     TEL：03-5424-1121 


